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① 

越
谷
市
内
に
あ
る
変

書
体
の
文
字
塔 

 

須
藤
賢
一 

 
は
じ
め
に 

 

越
谷
市
内
に
あ
る
変

書
体
の
文
字
塔
を
調
査

徳
本
行
者

と
く
ほ
ん

の
名
号
塔
・

名
号
塔
・
ヒ
ゲ
題
目

文
字
庚
申
塔
・
亀
を
表
わ
す
象
形
文
字
が
刻
ま
れ
た
石
碑…

の
書
体
が

目
を
引
く
十
二
基
の
文
字
塔
を
紹
介

 
  

名
号
塔 

 

阿
弥
陀
如
来

の

が
刻
ま

れ
た
文
字
塔

六
字
名
号
塔
と
も
呼

四
字

十
字

が
刻
ま
れ
た
名
号
塔

一
般
的

名
号
塔

南
無
阿

と
刻
ま
れ
た
文
字
塔
を
さ
す
こ
と
が
多

 
  

徳
本
行
者
の
名
号
塔 

 

を
行
脚

布
教
に
つ
と
め
た
浄
土
宗
の

呼

念
仏
を
唱
え
る
こ
と
で

救
わ
れ
る
と
し
た
分
か
り
や
す
い
説
法

多
く
の
民
衆
か
ら
慕

 
 

徳
本
が
書

の
文
字

丸
み
を
帯

終
筆

独
特
な
書
体
か
ら

徳
本
文
字
と
も
呼

自
著
の
下
に
あ
る
丸
に
十
字
の
花
押

も
特
徴
的
（1）

 
 

（1）

丸
に
十
字
の
特
異
な
花
押
に
つ
い
て

徳
本
自
身
が
詠

鬼
殺
す
心
は
丸
く
田
の
内
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
浮
ぶ

と
い
う
和
歌
が
紹
介

 

  

の

 
 

西
新
井
の
西
教
院

に
あ
る
徳
本
行
者
の

 

  

は

に
独
特
の
書
体

と
刻

名
号
の
左
脇

（2）
の
文
字

下

丸
に
十
字
の
花

押
が
刻

 
 

（2）

の
誤
記
と
思

 

 

こ
の
徳
本
名
号
塔

建
立

台
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
村
名
と
町
名

三
十
町

村
と
広
範
囲
に
及

 
 

小
曽
川
村
・
末
田
村
・
野
島
村
・
荻
島
〆
切
・
袋
山
村
・
鈎
上
新
田
・
鈎
上
村
・
岩
附
城
内
・
長
島
村
・
尾

崎

新
田
・
尾

崎
村
・
西
新
井
村
・
砂
原
村
・
須
賀
村
・
大
道
村
・
平
林
寺
村
・
大
里
村
・
下
間
久
里
村
・
上
間
久
里

村
・
越
巻
村
・
大
森
村
・
増
林
村
・
玄
藩
新
田
・
大
沢
町
・
後
谷
村
・
神
明
下
村
・
大
竹
村
・
三
ノ
宮
村
・
下
新
井

 
 

刻
ま
れ
て
い
る
念
仏
講
員
の
人
数
は
三
百
十
三
（3）

女
性
が

の
信
者
が
七
割
近
く
を

占
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②ａ ②ｂ ③ 

 

（3）
台
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
念
仏
講
員
の
人
数
お
よ
び
性
別

で
確
認

四
年
度 

荻
島
地
区
の
石
仏 

に
従

 

  

の

 
 

増
林
の
林
泉
寺

に
あ
る
徳
本
行
者
の
名
号
塔

石
塔
型
式
は

が
没
し
た

の
翌
年
に
建

正
面
中
央
に
独
特

の
書
体

と
刻

名
号
の
下

の

そ
の
下

丸
に
十
字
の
花

押
が
刻

写
真
②
ａ

 

 

裏
面

左
右
を
反
転
さ
せ
た
鏡
文
字

正
面
と
同
じ

が

刻

写
真
②
ｂ

 

 

こ
の
鏡
文
字

越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
加
藤
幸
一
氏

信
仰
心
の
篤
い
人

来

石

塔
裏
面
の
石
摺
り
用
の
鏡
文
字
を
拓
本
し
て
自
宅
に
持
ち
帰

掛
け
軸
な
ど
に
し
て
大
切
に
お
祀
り
し
た
と
思
わ

徳
本
行
者
に
対
す
る
信
仰
の
盛
ん
さ
を
示
す
石
摺
り
用
の
石
塔
と
し
て
は
珍

（4）
と
述

 
 

（4）

 

増
林
地
区
の
石
仏 

 

 

台
石

刻
ま
れ
て
い
る
村
名

下
赤
岩
村
・
下
広
嶋
村
・
拾
壹
軒

村
・
松
伏
村
・
上
赤
岩
村
・
下
内
川
村
・
花
田
村
・
大
沢
町
・
増
林
村
・
増
森
村
・
中
嶋
村
・
弥
十
郎
村
・
大
吉
村
・

下
間
久
里
村
・
小
林
村
・
西
方
村
・
川
藤
村

十
七
町
村
に
及

（5） 
 

（5）
村
名
は
目
視
で
確
認

誤
読
を
防

 

増
林
地
区
の
石
仏 

平
成
三
十

と
照
ら
し
合

 

  

の

 
 

越

谷
の
天
嶽
寺

に
あ
る
徳
本
行
者
の
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④ ⑤ 

石
塔
型
式
は

に
徳
本
文
字

南
無
阿
弥
陀

と
刻

名
号
の
下

の
文
字
と
丸
に
十
字
の
花
押
が
刻

 
 

台
石
の
正
面

石
塔
の
右
側
面

天
嶽
寺
二
十
三
主 

の

銘
が
確
認

 
  

の

の

 
 

の
越

の
観
音
堂
に
あ
る
徳
本
行
者
の

 

  

石
塔
型
式
は

徳
本
文
字

南
無
阿
弥
陀

と
刻

名
号
の
下

の

そ
の
下
に
丸
に
十
字
の
花
押
が
確
認

花
押
の

左
右

 
  

祐
天
上
人
の
名
号
塔 

 

江
戸
後
期
に
活
躍
し
た

の
大
本
山
・
増
上
寺
の
三
十

六
世
法
主

呪
術
に
長
け
て
い
た
こ
と
で
も

の
六
字
名
号
を
書
写
す
る
こ

と
を
生
涯

続

 
 

祐
天
自
筆
の
六
字
名
号

厄
除
け
に
大
き
な
功
徳

多
く
の
人
々
に
崇

丸
み
を
帯

は
ね
の
部
分
が
長
く
伸
び
た
独
特
な
書
体

祐
天
文
字
と
も
呼

漢
字

に
似
た
花
押
も
特
徴
的

 
  

の

 
 

西
新
井
の
西
教
院
に
あ
る
祐
天
上
人
の

 

  

石
塔
型
式
は

祐
天
文
字

南
無
阿
弥

と
刻

名
号
の
下

の
銘

特
徴
的
な
花
押
が
確
認

 
 

花
押
の
下

の
銘

祐
天
名
号
塔
は
六
十
六
部
供
養
塔
を
兼
ね
て

六
十
六
部
供
養
塔

全
国
六
十
六
箇
所
の
寺
院
を
巡

法
華
経
を
奉
納
し
た
記
念
に
建
て
た
供
養
塔

 
 

正
面
お
よ
び
左
右

武
州
長
島
村

荻
島
村
・
神
明
村
・
大
間
野
村
・
鈎
上
新
田
・
平
間
村
・
中
野

村
・
尾
ケ
崎
村
・
小
曽
川
村
の
村
名
が
確
認
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⑥ ⑦ 

  

の

 
 

越

谷
の
天
嶽
寺
に
あ
る
祐
天
上
人
の

は
笠
付
き

 

  

正
面
中
央
に
祐
天
文
字
で
刻

の
署
名

大

を
反
転
さ
せ
た

 
 

越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
加
藤
幸
一
氏

信
者

石
塔
に
刻
ま
れ
た
鏡
文
字
に
墨
を
塗

紙
に
写
し

取

石
摺

持
ち
帰

（6）
と
述

加
藤
氏

名
号
塔

祐
天
上
人
の
石
摺

と
名
付

 
 

（6）

 

大
沢
・
越

谷
地
区
地
区
の
石
仏 

一
頁 

  

木
食
観
正
の
名
号
塔 

 

江
戸
後
期
に
活
躍
し
た

の
再
来

民

衆
か
ら
熱
狂
的
な

集

呼

木
食

木
の
実
や
草
な
ど
を
食
べ
て
修
行

 
 

観
正

江
戸
や
小
田
原
を
中
心
と
し
た
近
隣
各
地
で
布
教
活
動

独
特
の
書
体
で
書

南

（7）

梵
字

が
刻
ま
れ
た
名
号
塔

呼

各
地
に
造
立

 
 

（7）

弘
法
大
師
に
帰
依

は
帰
依

大
師
遍
照

金
剛
は
弘
法
大
師
・
空
海

遍
照
金
剛
は
大
日
如
来
の
別
名

 

  

の

 
 

宮
本
町
の

こ
う

木
食
観
正
の

は

 

  

正
面
の
中
央

観
正
の
書
に
よ
る
独
特
の
書
体

と
大
き
く
刻

最
頂

部
の
左
右
に
は
梵
字

下
部
の
左
右

の
下

が
あ
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⑧ 画像① 

 
石
塔
の
下
の

と
刻

台
石

四
段

多
く
の
村
名
と
人
名

刻

村
名
は

は
二
百
六
十
七
（8）

の
迎
摂

院
の
隆
盛

観
正
の
影
響
力

 
 

（8）
村
名
と
人
名
の
数

 

出
羽
地
区
の
石
仏 

三
十
七
頁
・
三
十
八
頁
に
従

 

  

利
剣
名
号
塔 

 
 

 

増
林
の
林
泉
寺
に
あ
る

は

の
中
央

先
端

文
字

と
大
き
く
刻

 

  

剣
の
よ
う
に
先
端

文
字
で
刻
ま
れ
た

を

呼

利
剣

鋭

刀
剣

邪
気
や
災
厄
を
断
ち
切
る
功
徳

 
 

こ
の
石
塔

に
起

浅
間
山
噴
火
の
供
養
塔
を
兼

石
塔
の
裏
面
に

浅
間
山
噴
火
で
亡

人
々
を
供
養
す
る
た
め
の
文
言
が
刻

正
面
の
利
剣
名
号
の
脇

利
剣
名
号
は
天
変
地
妖
（9）
や
疫
病
を
取
り
除

趣
旨
の
銘
文
が
刻

 
 

（9）

に
起
こ
る
自
然
災
害

暴
風
・
豪
雨
・
地
震
・

落
雷
・
噴
火
・
洪
水

 

  

題
目
塔 

 

日
蓮
宗
の
寺
院
や
墓
地
な
ど
に
み
ら
れ
る
石
塔

法
華
経
の

が
刻

文
字
の
端
々
を

長
く
は
ね
延
ば
し
た
独
特
の
書
体

ヒ
ゲ

と
も
呼
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し
る
べ
付
き

 
 

新
川
町

の
満
蔵
院
墓
地
に
あ
る
道
し
る
べ
を
兼
ね
た

は
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⑨ ⑩ 

⑪ 

は

ひ
げ
文
字

（10）
と
題
目
が
刻

 

  

左
側
面

川
上
い
わ
つ
き 
川
下
そ
う
か 

向
こ
し
か
や

（11）

道

満
蔵
院

墓
地
の
脇
を
流
れ
る

の
川
上
は
岩
槻

川
下
は

は
越
谷
な
の

題
目
塔

昔
か
ら
こ
の
場
所

思

 
 

（10）

（11）
石
塔
は
劣
化

読
み
と
り
に
く
い
文
字
も
多

誤
読
を
防

 

出
羽
地
区
の
石
仏 

と
照
ら
し
合

 

  
 

 
 

  

石
塔
型
式
は

ヒ
ゲ

が
刻
ま
れ
て
い
る

（12） 
 

（12）
こ
の
題
目
塔

石
仏
や
石
塔
が
一
箇
所
に
ま
と
め
ら
れ
た
場
所
に
並

石
塔
間
の
す
き
間
が
狭

ヒ
ゲ
題
目

じ
て
目
視
で
確
認

正
確
を
期
す
た
め

 

川
柳
地
区
の
石
仏 

と
照
ら
し
合

 

  

そ
の
他 

 

名
号
塔
と
題
目
塔

書
体
の
石
碑
を
二
基
紹
介

 
 

 
 

卍

の
下
に
亀
を
表
わ
す
象
形
文
字
が
刻
ま
れ
た
自
然
石
の
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⑫ 

 
場
所
は
相
模
町
の
大
聖
寺

年
代
は

の
し
る
し
と
尊
ば
れ
た

み

表
わ
し
た
象
形
文
字

 
 

象
形
文
字
の
両
脇

鶴
は
千 

亀
は

ひ
へ
て 

か
き
り
も
あ
ら
ぬ 

卍
字
出

銘
文
が
刻
ま

銘
文

越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
加
藤
幸
一
氏

齢

卍
字

読

…
…

表
す
印

石

塔
は
長
寿
の
亀
を
表
し
た
吉
祥
の
石
塔

（13）
と
述

 
 

（13）

 

大
相
模
地
区
の
石
仏 

 

  

の
路
傍

 
 

石
塔
の
正
面
中
央
に

と
刻
ま
れ
た
駒
型
の

場
所
は
越
谷
市
平
方

造
立
は

の

と
両
側

に
寄
進
者
二
十
人
の
名
前
が
確
認

 

  

こ
の
庚
申
塔
は
道
し
る
べ
を
兼

右
側
面

向
大
ど
ま
り

こ
う

越
谷
市

郷
土
研
究
会
の
加
藤
幸
一
氏

道

田
畑
を
突

切

大
泊
に
通
じ
る
道
が

示
す
貴
重
な
歴
史
的
資
料

（14）
と
述

 
 

（14）

○

 

桜
井
地
区
の
石
仏 

 

  

む
す
び 

 

石
塔
に
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
主
尊
の
姿
形
な
ど
を
鑑
賞
す
る
の
は
石
仏
め
ぐ
り
の
魅
力

一
風
変

書
体
の
文
字
塔
を
探

楽

今
回
の
調
査

名
号
塔
や
題
目
塔
に
出
会

日
常
の
苦
し
み
や
災
い
か
ら
救
わ
れ
た
い
と
願

念
仏
を
唱
え
続
け
た
祖
先
た
ち
の
切
な
る
思
い
を
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